
学校生活が軌道に乗ってきました
新年度が始まって２ヶ月、慌ただしい日々でしたが、学校生活も無事に軌道に乗ってきました。１年生は

中学生らしい顔立ちになり、２・３年生は進級に伴った成長ぶりを、いろいろな場面で見せてくれました。

生徒会入会式、説明会 4月 7／ 8日
１年生にとっては、緊張がほぐれない中、生徒会入会式が

行われました。生徒会役員が企画してくれた流れに沿って、

無事生徒会の一員になることができました。生徒会説明会で

は、生活のきまりや清掃の仕方、給食での注意事項などにつ

いて、上級生がわかりやすく発表してくれました。

部活動説明会

4月 9日
１年生に沢

山入ってほしいと、どの部の発表も趣向が凝らされていまし

た。説明会に続いて部活見学が始まり、その後の体験入部を

通して、自分が入る部活を決定しました。１年生を入れてよ

うやくチームができる部もあり、現在は１年生も２・３年生

と一緒に本格的に

活動しています。

交通安全教室 4月 10日
自転車に乗るときの「責任」について考えさせられました。映

像を通して事例の紹介があり、自転車なので、事故を起こしても

たいした責任は問われないだろうという考えが甘いことがよくわ

かりました。ぜひ、実際の生活で活かしてほしいと思います。

避難訓練

4月 14日
本年度、第１回目の避難訓練が行われました。校庭が

雨でぬかっていたため、体育館への避難でしたが、消防

署の方から、すばらしい避難だったとの評価をいただき

ました。ハンカチがない人が若干名いたのは残念でした

が、白帽子は

全員が着用し、

無言でできて

いました。

参観日・PTA総会他 4月 15日
座席は 100 以上用意しておいたのですが、空席が目立ち残念

でした。本年度の事業計画が無事承認され、PTA 活動が本格的
に始まりました。学校へのお力添えをよろしくお願いします。
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修学旅行 4月22日～ 24日
一人の欠席者もなく、学年の全員が参加できた

ことが何よりでした。１日目は興福寺、東大寺、

法隆寺の順に巡りました。通常とは逆回りだった

ために、毎年人混みの中で見学していた法隆寺で

すが、涅槃像などを間近で見ることができました。

２日目はタクシーによる班別見学の後、宿舎

で舞妓さんとの交流を行いました。踊りを見せ

てもらったり、様々な質問に答えてもらったり

する中で、華やかな陰に、人知れない苦労があ

ることもわかりました。

３日目はクラス別見学でしたが、最後は全員

で宇治の平等院を見学しました。あっという間

でしたが、思い出に残る３日間になりました。

小中連絡会 5月 14日
中学校入学後の様子を見ていただくために、小学校の時お世

話になった先生方をお招きしました。授業を見てくださった先

生から、「笑顔で一生懸命勉強に取り組んでいる姿を見せても

らってよかった。」「友だち関係の広がりが見られてよかった。」

と、感想をいただきましたが、一方で、「私語が気になり、学

習環境が心配される面がある。」と、これから１年生の皆さん

が気をつ

けていか

なければならないことも指摘していただきました。

写生大会 5月 19日
恒例の写生大会ですが、今年から総合的な学習の一

環としてではなく、美術の授業として行うことになり

ました。そのため、鼻面稲荷、長野牧場、学校と学年

ごとに分かれ、外部指導者をお願いすることもなく行

いました。朝方までは雨が降っていたのですが、始ま

る頃にはすっかりやみ、日差しも強すぎず、写生会日

和でした。できあがった作品は白樺祭で展示すること

になっていますので、楽しみにしていてください。

東信陸上壮行会・競技会 5月 29／ 30日
3年生部員がいない陸上部でしたが、美しく整えられた会
場で、気持ちよく競技に臨み、力を出し切ることができました。

特に 2年生は上級生に混じって健闘することができました。
入賞者は次のとおりです。7 月 11 日に松本平広域公園陸上競
技場で行われる県大会でも、健闘してほしいと思います。

男子共通 4種競技 第 5位 中嶋 孝介 記録 1344点
男子 2・3年 1500m 第 5位 磯貝 拓哉 記録 4'41"88
男子共通走高跳 第 6位 中澤 颯太 記録 1m20

お知らせ 長野県では年間４６億円の費用をかけ「信州少人数教育推進事業」を行っています。その事業の

一環として、本校には少人数学級編制のための教員が一人増員されています。本来ならば１人で行う３年生の

数学と英語の授業について、１クラスを２つに分けて少人数で行うことができ、きめ細やかな指導ができる体

制になっています。県の事業でそのような配慮がされていることを、保護者の皆様もぜひご承知おきください。

（文責 教頭 畑田 一心）


